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改
革
行
な
う

人
事
異
動
も
大
幅
に

務
総
の
一
部
〈
制
間
関
係
〉
会
入
れ

二
黙
に
は
内
務
管
製
部
門
の
総

務
部
関
係
を
入
れ
ま
し
た
。

当
4

由
市
川
帖
‘
近
年
酬
開
発
が
進

み
市
内
の
い
た
る
所
で
綴
波

て
が
行
な
わ
れ
て
お
れ
γ
ま
す

が
、
市
民
的
り
t
H
か
ら
つ
ぎ
の

よ
う
な
後
間
が
あ
れ
V
ま
し
た

の
旬
、
農
薬
後
員
会
か
ら
お

答
え
い
た
し
ま
す
a

欄
間
m
w
自
分
的
土
地
な
ら
勝

手
に
機
内
品
て
し
で
も
よ
い

か
nr
・

答
i
iた
と
え
自
分
の
土
地

で
あ
っ
て
も
，
そ
れ
が
後
越

で
あ
る
か
ぎ
号
、
附
胸
け
お
な

く
然
厳
で
や
っ
て
は
な
れ
ツ
ま

せ
ん
。

欄
間
③
で
は
ど
ん
な
溺
け
出

を
す
れ
ば
よ
い
か
?

答
i
i
つ
ぎ
の
二
つ
の
方
法

が
あ
号
ま
す
。

的

w
農
耕
削
m
m
w
場
A
骨

ni---周

を
樹
概
忽
て
し
て
.
踊
摘
に
す
る

苦
い
に
は
、
湿
気
て
開
潤
け
を

ま
た
絡
の
ま
な
け
ず
争
と
っ

た
ち
す
る
さ
い
に
は
、
形
状

後
援
総
げ
を
そ
れ
ぞ
れ
線
離
婚
触

祭
員
会
へ
縫
践
し
て
く
だ
き

、。
亀
L
V

M
川
市
沼
地
転
問
m
の岨欄
AU---

!
畿
地
転
用
務
可
申
書
〈
市
借
開

化
調
制
緩
ば
続
減
)
や
‘
陵
地
転

陥
川
附
掛
け
硲
受
滋
通
知
幾
ハ
市

街
必
隊
柵
嶋
市
内
V

が
交
付
さ
れ

れ
ば
、
議
織
的
に
糊
担
立
門
彩

状
変
更
も
含
む
〉
も
開
醐
け
幽

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

制
問
@
古
関
知
済
み
的
機
織
の

相
場
波
て
柑
掛
け
は
‘
叫
躍
が
出
向
す

の
か
9
・

答
i
・2
す
で
に
爽
州
押
し
た
幾

絡
で
も
、
務
省
織
の
移
転
笠

認
が
後
突
に
な
寄
れ
て
い
な

い
場
合
に
は
、
一
苅
の
土
地
所

有
翁
の
受
任
〈
名
儀
〉
に
お

い
て
、
附
脇
山
り
山
尚
宏
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
e

間
④
制
祖
立
て
開
腕
け
の
作
成

は
開
制
脳
同
な
の
で
は
?

答
:
!
剛
掛
け
山
地
問
用
紙
は
幾
議

後
民
会
事
務
総
に
あ
争
ま
す

が
、
特
別
選
倒
な
向
山
廿
で
は

農
地
の
埋
立
て
は

題
け
出
を

お
ち
ま
せ
ん
。
た
だ
添
付
骨
髄

郊
と
し
て
、
摘
隣
柚
地
や
抽
期
一
応
曲
民

業
帯
皆
様
周
の
間
同
事
品
ハ
惜
耀
制
高
〉
鳴
館

な
ど
が
必
務
管
す
。

関山
W

縫
立
て
開
綿
け
を
凶
附
し

た
ら
、
す
ぐ
ヱ
事
を
や
っ
て

も
よ
い
か
?

答
i
i本
来
は
屈
け
約
制
制
の

性
経
な
の
で
す
が
、
植
問
惑
も
気

布佐地区からの

数意寧の要欝は

82 (0471) 

中
期
で
は
問
符
月
一
日
付
で
機
織
一
こ
の
よ
う
に
、
今
ま
で
仲
間
伐

嗣
改
筆
者
行
な
い
ま
し
た
が
、
こ
一
線
に
国
糊
し
て
い
た
税
関
係
を
徐

刷
れ
に
係
予
人
富
市
災
動
〈
同
悶
月
一
一
務
総
に
入
れ
篠
山
相
客
品
悼
の
沼
会

問
日
付
で
脱
却
品
市
〉
も
大
綴
に
行
な
一
犯
惜
盤
と
徽
絞
体
制
制
女
鎗
化
し
、

山
い
ま
し
た
。
係
経
以
上
に
つ
い
一
・
字
削
附
を
遜
じ
十
分
に
収
支
の
パ

帆
て
は
開
問
災
の
機
世
帯
問
問
攻
参
照
〈
一
回
プ

y
x
な
と
る
よ
う
に
し
ま
し

聞

だ

惑

い

。

一

氏

。

聞
と
の
機
総
数
背
中
は
、
第
一
に
一
ま
た
、
公
害
、
殺
滋
時
制
争
一
と

町
一
一
…
糊
附
〈
総
務
倒
的
-
J
M

鋪
師
、
俊
民
部
一
い
わ
れ
て
い
る
今
日
こ
れ
ら
に

制
七
理
師
、
部
地
市
前
盟
問
問
郡
山
ハ
理
師
)
時
一
対
処
す
る
た
め
、
後
全
対
策

目
事
務
内
海
の
鉢
仙
台
と
均
翁
を
は
一
端
禅
、
間
同
組
問
後
続
制
開
後
と
間
同
民
年

叫
か
り
、
一
行
政
一
事
務
の
m
円
滑
な
毅
一
金
一
事
政
調
を
統
合
し
て
開
問
保
匁
品
説

明
行
を
問
問
る
た
め
に
行
な
っ
た
も
一
線
を
新
設
し
、
行
政
泰
樹
扮
の
推

叩

の

で

す

。

一

進

を

凝

る

と

と

k
し
ま
し
た
。

間
第
一
一
に
、
注
送
制
度
か
ら
係
一
さ
ら
に
創
部
治
抽
出
遊
女
強
引
H
に

附
祭
出
樹
皮
に
し
た
と
主
だ
す
。
こ
一
進
め
る
た
め
額
一
部
改
造
調
献
な
新

聞
れ
除
、
今
ま
で
一
係
に
…
入
の
一
殺
し
て
、
と
れ
ら
酎
間
帯
蛾
の
附
開
閉
臨

州
主
査
が
つ
い
て
い
た
り
を
行
後
一
に
つ
い
て
議
穣
約
に
取
9
緩
む

判
内
容
が
柑
国
務
で
多
様
犯
し
て
い
一
方
針
で
す
α

刷
る
こ
と
に
か
ん
が
み
係
長
秘
に
一
ま
た
‘
庁
舎
内
の
各
議
の
波

町
し
、
人
員
揃
捕
を
時
間
宮
邸
付
浴
な
逐
一
鐙
も
〈
一
以
協
同
参
照
V

二
捕
に
は

仇
営
b
z
隠
る
た
め
に
行
な
っ
た
も
一
市
民
的
地
帯
様
が
}
番
多
く
粉
れ

明

暗

勺

す

。

る

住

民

様

、

滋

品

巾

前

融

機

齢

、

帆

絡

き
す
る
た
め
に
当
市
明
、
は
、

臨
時
幾
幡
宮
員
総
会
の
承
認
を
繰

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
従

っ
て
縫
立
て
剛
腕
時
り
受
渡
滋
知

梅
慣
が
、
総
い
て
か
ら
世
帯
ヱ
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

総
⑥
機
立
て
を
す
る
さ
い

肱
刊
に
仲
注
意
す
る
客
演
は
?

答
i
i後
緩
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
、
つ
留
、
む
と
お
ち
で

す。
川
開
翰
聞
に
述
べ
た
と
お
れ
ソ

必
ず
割
増
惜
別
に
開
掛
け
山
闘
を
。

砧
門
臨
開
織
に
迷
惑
を
か
け

た
号
、
潜
水
路
を
つ
ぶ
し
た

哲
し
な
い
。

品
円
・
本
抽
増
改
術
品
渓
域
内
の

掛
明
台
に
は
、
紬
朗
経
の
務
総
承

認
を
妙州

門
曲
牒
時
耕
問
問
の
桐
樹
立
て
の

品
交
闘
に
は
、
絶
対
に
紫
綬
で

相
官
給
転
用
な
ど
は
し
な
い
。

統
計
法
に
緩
づ
い
て
二
年
ご

と
に
陶
然
防
部
計
剖
刺
殺
を
行
な
っ

て
お
ち
ま
す
が
、
今
年
も
五
月

一
自
夜
夜
マ
行
な
い
ま
す
唱

で
、
制
調
査
員
が
鰐
い
ま
し
た
ら

よ
ろ
し
く
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

こ
り
制
調
奈
は
‘
従
業
ぬ
数
、

官
縄
問
問
問
以
後
綴
な
ど
を
世
間
揖
盤
、
制
刷

機
制
加
に
抱
捌
鳴
し
よ
う
主
す
る
も

坦
で
、
会
附
簡
の
念
総
癒
を
制
月
輪
車

投

入

亡

出

向

転

死

転

758 
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企画総長{務弁 j芋}一一…金主義務一係長{波.l!.! JI主}企画第二係長{沢 次男)

庶務議長(主総制 )一一庶務係後(鰍 渉)文言葬資料{系経{聖子口調停}

財政深長{岩井深己}一一…m 島幸政係長(本田舎韓滋}管財係長{喜三弁 ，官、)

m f主税線長{毒薬aiE炎)一一…一市民税係長{綴幸子恋愛)

資産税言葉長{飯泉鮫左京夫}一一一資産税係長(小手綬失)

収患者綴愛情呂奈井三)-…

次

(
持
ザ
舘
蹄
判
的
ナ
メ
弥
)

一段

|市長事務部局 l

総

(
中
野

務

総

長i!

議案)

長(中野てる子}

長(語道a李首努)

長{鈴木一線}

長(詠数)

係長{長義烏

イ係

係

材

開

M
悌

民芸高…係長{ま苦楽 事事}子容災第

鍵隊 長(厳重?事霊祭)

後係まを{木111 ー}年

去を対策係長(鴻毛 主義芸評)

票差 係 長{鍛え事選量殺;)話通

務後援(鈴木欣次)絡

会係長(JII下室事次)f呆

金

ユ:
言宣

言襲

市災課長{室長級

{菜{建議炎〈君IJ府

国{来年金線長(失額

安全対策議後(士E華

経済喜重要毛課長{中野

濠境衛生総長(関綴露五郎)一一一明書室

緩後毒事務所主義{小倉

次

(
飯
悶
悶
政
夫
)

長

fi 

一
〈
石
弁
書
鯨
)

器

内

務

長

草書市

役
(
本
川

時
間
(
渡
辺
機
正 塁喜

管男霊 祭 長{工芸喜 界主ト一一衡強第一{長経{水戸育 Bll)袋線第二係長(中野

工事総修議後(花差義 経)ー…ー・工務被修係長(i毎老草案宏)

都市計餓深長(Ul期鰍}一一一都市開i第一係長{J韓関取潟市計測i第二係長(小:l'i紀美)

都市&透議長(大久保鍵郎)一一一都市改選室係 f受{大聖子*英夫)

隊長益事差潔隷まを{野口孝二)…一-12:1続整型型f議長('I'野 綴車場}

下水道議長{習を王寺党火)一一一下水遂係長{阪尭 光}

法)

次

〈
工
藤

一
〈
日
取
巻

潟
市
滋
儲
附

長(1す弁毒事iI)

長{鈴木光治)

f嘉

係

計 f系

絞係

主筆

言十

幻一一…一会

施

講堂

A 
zミ

ま受{村上

fを{鈴木 軍事一〉

3撃言十A 
茸

水滋管理事務所授(続本裁太郎)一一一一一句'IJ.:.

f史入ヰ文

E庶務問中村械

室襲警務係長(室長会節炎)

務査係長(中村友数議)
も}次

一時一
一
な
力
一

一qT
i

一

一事一
一ムぷ一

一議一

議会事務局長
{滝口 鶴 (今井

主懇談管理委員会事務局長

{屋書f毘次久〉

庶務係長{坂上iE之)

選挙f嘉災{桜…!: iE之番多)

|選挙管理委員会|

員il主

長(小島節子)

長{小屋書節子⑧}

後

f受{事長、弁利光}庶務 f系

財 務 係

修校教育課主義(j湾合強二)学務{柔

管浬係長

会家主育係経(71えます

役会体育係後{水村

j来手芸庶華文

委査潟さ

監査委長毒事務局長

やj、治努)百

軒

(

串

柿

附

開

良

節

)

哲也)

絞t主⑧)

社会教育線長{

著書

後(増総務蒜⑧)

{僚{大弁 塁塁}

立方沼

署

著書

防本部

消防長心得(機器3古銭}

予紡係長{合ul 自民事}

消妨係長(務弁後凝)

主義務係炎{大手宇

制
)

泌
凶
日

、、，
E

j潟

j議}

j事)

重言(t長誇話

室長(中村

導

民主言

指

公

全!l農 業番員

{長

{系

急

務

まま

庶

係

{系

布{支出張所

言語北出張所

Eき
紡

一
デ
酔
智重量⑧)

差益議委員会尊事務局祭

(1議問 一二二)

{系(伊東 空襲綴)

{系{ク⑧)

手主

主主

昨

品

幽

股

759 
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一
階
平
面
図

あ報広

議 H I令室

屋

一一一一一E第三麗郵便物認可]

上

工事祖修課

管理課

二

階

平

面

図

，F1i ii32i 
昆

春
の
環
境
衛
生
消
毒

全
市
を
地
域
ご
と
に
ハ
エ
・
蚊
の
駆
除

は
土
、
蚊
の
駆
除
を
行
な
っ

て
生
活
環
境
を
良
く
す
る
こ
と

は
健
康
的
な
日
常
生
活
の
瀕
で

あ
り
、
生
活
改
革
円
向
上
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
す
。
市
で
は
、

次
の
と
お
り
全
市
あ
げ
て
春
の

清
掃
運
扇
を
行
な
い
、
は
土
、

蚊
の
効
果
的
な
駆
除
と
清
掃
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
駆
除
と
清
掃
は
地
域
ご
と

に
一
斉
に
行
な
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
い
結
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

。
大
掃
除
の
実
施

①
家
屋
内
外
に
対
す
る
徹
底

し
た
大
掃
除
の
実
施
(
旧
宮
干

し
、
縁
の
下
、
天
井
裏
、
押

入
れ
、
台
所
な
ど
の
掃
除
と

不
用
品
の
処
分
)

⑨
ね
ず
み
の
巣
を
取
り
除

き
、
ね
ず
み
の
通
路
を
ム
き

く
⑥
大
掃
除
後
に
壁
、
天
井
、

高
舎
、
納
目
屈
な
ど
の
修
理
と

改
善

④
掃
除
で
生
じ
た
ゴ
ミ
や
廃

物
は
な
る
べ
く
焼
い
た
り
、

う
め
た
り
し
て
く
だ
さ
い

争
は
え
、
紋
の
駆
除

消
毒
の
際
は
次
の
事
柄
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
一
戸
口
は
一
カ
所
だ
け
開
け

て
他
は
閉
め
て
く
だ
さ
い

(
二
階
の
部
屋
は
全
部
閉
め

る
よ
う
に
す
る
〉

②
火
気
対
は
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い

⑨
尾
内
の
小
島
、
金
曲
'
な
ど

は
口
増
外
に
出
し
て
く
だ
さ
い

④
消
毒
後
、
効
果
を
あ
げ
る

た
め
、
二
十
分
程
度
は
そ
の

ま
ま
密
閉
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
絶
対
部
屋
の

巾
に
は
入
ら
な
い
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

⑥
屋
外
消
毒
の
際
は
池
に
フ

タ
を
し
て
く
だ
さ
い

市
営
住
宅
補
欠
入
居
者
募
集

四
月
十
七
日
か
ら
五
月
六
固
ま
で

市
で
は
、
我
孫
子
市
営
住
宅

の
補
欠
入
病
者
を
次
の
と
お
り

募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、
希
叫
ム

者
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(
入
居
資
格
)

O
原
則
と
し
て
市
内
に
陀
所

が
あ
り
、
現
在
同
居
の
視
族

が
あ
る
者
(
婚
姻
届
け
を
し

て
い
な
い
が
事
実
上
、
婚
姻

関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

も
の
。
そ
の
他
婚
約
者
を
含

む
)

O

現
在
住
宅
に
図
っ
て
い
る

こ
k
が
明
ら
か
で
あ
る
こ

と。

。
昭
和
四
十
六
年
の
収
入
は

別
表
1
に
該
当
す
る
も
の
。

(
申
し
込
み
方
法
)

次
の
書
矧
を
そ
ろ
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日程表消毒
O

市
営
住
宅
入
居
申
し
込
み

書
O

市
営
住
宅
入
股
調
書

O
昭
和
四
十
六
年
給
与
支
払

震
明
書

O
同
情
親
族
註
明
方

(
入
居
選
考
)

O

選
考
委
民
会
が
実
情
を
調

査
し
、
住
宅
の
困
窮
す
る
度

合
い
の
高
い
も
の
か
ら
入
居

者
を
決
定
し
ま
す
。

O

入
問
者
を
選
考
す
る
場
合

で
住
宅
の
悶
窮
開
明
位
の
定
め

が
た
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
開
始
せ
ん
に
よ
り
入
居
者

を
決
定
し
ま
す
。

地階平 函図

「国民年金保険料は納付書に基づ‘し、て

国民年金保険の納付方法が次のように変わりま

したのでお知らせいたLます。

昭和 47年度の国民年金保険料の納付方法は、

昭和 46年度の徴収只による集金制度から従前の

自主納付制度〔被保険者に市役所から納付書を送

付しますので、この納付書に丞づいて納入して〈

ださい。〉となります。

また、納付組織〈納税組合等〉を利用して納入

する場合は今までどおりです。 ー

O我孫子市役所 O湖北支所 O布佐支所 l 
O千葉銀行我孫子支応 O千葉銀行印西支応 i 
O千葉相互銀行湖北台支后O我孫子股業協同組合 l
O松戸Wll金庫我孫子支防O成田信用金庫我孫子 i
支応O千葉興業銀行我孫子支応O関東銀行我孫子 1
支庖O東海銀行我孫子支!占 i 

(λ
居
申
し
込
み
受
付
期

間
)

O
昭
和
四
十
七
年
四
月
十
七

日
か
ら
五
月
六
日
ま
で

今
回
の
補
欠
募
集
は
、
一
種

住
宅
空
家
六
一
戸
主
二
積
住
宅
で

す
が
、
昭
和
問
十
七
年
度
中
に

市
営
住
宅
に
空
家
が
で
き
た
場

合
、
補
欠
煩
位
に
よ
り
入
居
さ

せ
る
予
定
で
す
の
で
、
今
回
申

し
込
み
を
き
れ
な
い
と
昭
和
四

十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
市

営
住
宅
補
欠
入
伐
の
縦
利
が
な

く
な
り
ま
す
。

な
お
、
今
ま
で
一
棟
、
二
旅

の
補
欠
頗
位
に
あ
っ
た
人
に
つ

い
て
も
昭
和
四
十
七
年
一
一
一
月
三

十
一
日
で
期
限
が
き
れ
ま
し
た

の
で
、
新
た
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、

都
市
摂
備
部
管
理
諜
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一 種 i一 種 1%
536千ま円で 822千ま円で 。人

612千ま円で 896千ま円で 1人

686千ま円で 972千ま円で 2人

||||78m3喝ま千ーまま円門でで 1. 046千ま円で d。八t 

1，122千ま円で宅a 八t 

日
本
の
歴
史
を
学
ぼ
う

神
話
か
ら
始
ま
る
戦
前
の
教

育
を
受
け
た
お
母
さ
ん
グ
お

父
さ
ん
H
H
み
ん
な
で
戦
後
の
日

本
の
歴
史
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
っ
希
日
明
者
は
是
非
拘
巾
し
込

み
く
だ
さ
い
。

圃
期
間
昭
和
国
十
七
年
四
月

か
ら
限
和
問
十
八
年
ゴ
一
月
ま

で
の
隔
月
第
三
土
曜
日

園
時
間
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

国
議
所
我
孫
子
市
中
央
公
民

A
刊
州

圏
内
容
日
本
の
隆
史
に
つ
い

て
図
講
師
千
葉
県
草
東
葛
飾
高

等
学
校
教
翁
鹿
野
司
郎

園
費
用
無
料

国
申
し
込
指
先
我
孫
子
戸
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
係

フ

ナ

釣

り

大

会

第
一
向
我
孫
子
市
フ
ナ
釣
り

大
会
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま

す。。
期
日
四
月
三
十
日
午
前
三

時
か
ら
午
前
九
時
ま
で
受
付

(
競
技
は
午
前
四
時
か
ら
午

後
二
時
く
ら
い
ま
で
の
予
定

で
す
。
〉

O
場
所
浅
間
橋
際
に
架
設
の

本
部
に
て
受
付
(
釣
り
場
所

は
北
部
手
資
沼
の
排
水
路
)

。
参
加
費
一
人
百
円

。
賞
市
長
杯
と
そ
の
他
賞
品

多
数
(
参
加
賞
あ
り
)

こ
の
釣
り
大
会
は
我
孫
子

市
・
我
孫
子
市
観
光
協
会
・
釣

り
業
連
合
会
の
共
催
に
よ
る
も

の
で
み
j

。

行

政

相

談

人

権

擁

護

相

談

四
月
の
行
政
相
談
お
よ
び
人

権
擁
護
相
談
は
次
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

、。L
 

口
日
時
四
月
二
十
五
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
一
一
一
時
ま
で

口
場
所
我
孫
子
市
中
央
公
民

館

別
表

1
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季語あびこ 間 14711'4~i16 日 発行ー…一一一一…(4)一一

〈む可蝶物の服集計画(袋入れ) φ不織物の収集計茜(袋入れ、ダンボール入れ)

1収集日 等霊 名 IR 域 収集予定お 申しさ是iす間体行政区域

月・水・金 オルゴ-}J，，-率
午前・・・鈴木原本Jおとゴ我孫子第癌小学校

午後…天王様サ公劉漁り→自山→釈喜寺巡り
毎月 5臼 新窓，ときわ，岳山

火・水・土
午前z・寸湾防援ζ--+鈴木緩ヌドr，li

ク IOBi本町，執裁栄，務松オルゴールE事
午 後 … 栄 町 一 局

f:l ヌド 箱型ダンプ
繰戸， ときわ，白山1，2了目 。 15日l杭久寺衣服津，腕青山

本町1. 2， 3ア礼金主水1

緑1，2，寿1，2，主役， 幸子松， 高妻子はi ク 20日 高聖子山， 絞殺孫子，-Fケ戸，r湾都
火・金 主義型ダンプ 天王台， 主主我孫子， ドケ戸， I潟書官.守山

|後tl!合，柴i吸いずみ，滋木2.久寺寄'"二土谷漆
φ251日 中隊上，や線下，中盤，朝日， 11務~t台

rj:t終…1::， rj:t綜下，中堅，滋;jt命

* . 士総g)!ダンプ 務 臼，事長 木，手話{主性~，布fな下
φ30B 新*.宅情佼台，布{主…ド，布役東，都

3お{全策，都

大g)!
収主義華客領

月 ~土箱g)!ダンプ。l 湖北台公邸住宅，湖北合間地北部 1. 自治会、グループごとに収集予定好を防擦に資{王寺警は

子持渓境衛生課と協議の上収集Bを淡定し俊民!こ周知の

j主滋 うえ ~B午前喜善寺30分ま?に所定の場所に緩いてくだ

(1) 所定の場所lこ袋づめにし幾日午前8時30分ま?に鐙いた 浅い。
ゴミ{オルゴール収集広域を徐く)は無料紋集いえとします。

2.不燃物l土必ず紙袋またはダンボール絡に入れ穏包して
(2) 当日祭日に~った場合は次回まで家庭に係号事し収集日以

外は出さないでください。 ください。 ばら物は漆搬いたしません。

(3) ごみ袋は指定のものを療員せとし他のもの会使燃する場合 3.収集料金iま15kg(ごみ紙袋、みかんダンボール)1ケに付
は:i:炎なものをf愛用し迷惑をかけないようにしてくださ

20円として焚係者{主総金またはお治会綾で納余してくしミ。

(4) -"T燃物のブみ袋iこは不餅鞠{ガラスびん，空かん等)1主総 ださい。

対!こ混入しないようにまf穎いします。 4.事業活動により多縫に出るー絞ごみは市の指定する場
(入っている場合ば溜段収集いたしま分ん)

jifi'(布佼浅濁前投主義務)rこ阪から漆搬

③し諜収集計甑

(1) し尿の汲取りは収集車が20日放の間隔で}i!間収集しますの

脅し尿浄化槽 の 管 理

(1) 浄化械を設援し・て隠る 2屈は浄化機清掃議患者に綴んで、後涯をJtl:くしてください。

我孫子市の許可を受けている業容は次のものです。

1.大 UJ ?海運社 岳山1了間 (82) 0869 

2.和 光 潟 要葬 高野山271 (82) 7255 

3.安孫子治 J選投 rj:t，持829-12 (88) 0733 

寄不法設饗防 止 対 議

(1) 土織の所有者または管理者はそのご土地を清潔にする喜義務が法律てる定められていますので自分の土絡を

きれいにし、また、不法投薬会されないような対策をしなければなりまぜん。

(2) みだりに廃棄物を捻てないよう法律で定められておりますので、捨てるものを発兇したら警祭に通報

してください。捻てた者は処分されます。(罰金5万円以下)

意民の皆さんがお互に気をつけてまちをきれいにするようと協力ください。 務課子帯環境錯生諜
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